
最も政治資金をかけずに改革を実現！ 

  

 

 

 

ジャブジャブ通信 Vol.43 2024年 6月 18日号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
寄
付
で
は
な
く
事
業
収
入
と
い
う

い
わ
ば
抜
け
道
が
設
け
ら
れ
、
い
わ
ゆ

る
「
裏
金
」
の
温
床
に
な
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
政
治
家
個

人
の
倫
理
観
が
問
わ
れ
る
問
題
で
す
。 

一
方
で
、
政
治
活
動
に
は
や
は
り
、

資
金
が
必
要
で
す
。
可
能
な
限
り
少
な

い
政
治
資
金
で
や
っ
て
き
て
い
る
私

で
も
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。 

米
国
で
は
、
連
邦
議
員
の
職
務
手
当

と
し
て
、
下
院
議
員
に
年
間
２
億
円
超

の
経
費
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
院

に
至
っ
て
は
５
億
円
超
で
す
。 

日
本
も
政
治
資
金
の
抜
本
的
な
議

論
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
透
明
性
の
確
保
こ
そ
が
肝
で
す
。 

        ●
見
出
し
● 

●
本
文
● 

               ●
見
出
し
● 

●
本
文
● 

  

元
祖
「
身
を
切
る
改
革
」
者 

私
、
い
ち
む
ら
浩
一
郎
は
、
こ
れ
ま

で
１
１
年
以
上
、
兵
庫
６
区
（
伊
丹

市
、
川
西
市
の
中
南
部
、
宝
塚
市
）
の

皆
様
の
代
表
と
し
て
、
国
会
に
議
席

を
お
預
か
り
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
国
民
生
活
の
質
の
向
上

を
図
る
べ
く
、
諸
課
題
に
取
り
組
み
、

与
党
の
時
は
も
ち
ろ
ん
、
野
党
に
あ

っ
て
も
、
諸
改
革
を
実
現
し
て
来
て

お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
国
会
議
事
録
や
、
過
去
の
『
ジ
ャ
ブ

ジ
ャ
ブ
通
信
』
等
を
ご
参
照
頂
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。 

そ
う
し
た
改
革
実
現
の
一
方
で
、

政
治
活
動
資
金
は
、
最
も
小
さ
い
方

の
一
人
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

前
回
の
総
選
挙
費
用
も
約
三
百
万

円
と
、
３
０
年
前
に
は
「
五
当
四
落
」 

（
五
億
円
使
え
ば
当
選
、
四
億
円
な
ら

ば
落
選
）
と
言
わ
れ
た
時
と
比
べ
、
百

分
の
一
以
下
で
、
小
選
挙
区
（
２
８
９
）

で
当
選
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
約
２
０
年
前
に
は
、
国
会
議
員

年
金
の
廃
止
も
主
導
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
も
、
ご
厚
情
と
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
兵
庫
６
区
に

お
住
ま
い
の
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
お
か
げ
様
と
深
く
感
謝

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

政
治
資
金
の
透
明
化
を
図
る 

今
日
、
ま
た
も
や
政
治
資
金
の
こ
と

で
、
政
治
不
信
を
招
い
て
い
ま
す
。 

３
０
年
前
に
は
、
政
治
腐
敗
防
止
法

の
議
論
が
あ
り
、
政
治
家
個
人
へ
の
企

業
団
体
献
金
の
禁
止
も
決
ま
り
な
が

ら
、
政
党
を
介
す
こ
と
や
パ
ー
テ
ィ
ー

衆議院議員 兵庫県第６選挙区（伊丹市 川西市の中南部 宝塚市） 

浩一郎 
こういちろう 

会派を代表して本会議場で内閣不信任の賛成討論を行う 



 

私たちも「いちむら浩一郎」代議士の維新改革を応援しています！ 

前原誠司氏「いちむら」応援に！ 
宝
塚
市
ア
ピ
ア
ホ
ー
ル
に
て 

 

６
月
２
９
日
（
土
）
午
後
３
時

よ
り
、「
い
ち
む
ら
浩
一
郎
国
政

報
告
会
」
を
開
か
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 

前
原
誠
司
衆
議
院
議
員
が
、

い
ち
む
ら
浩
一
郎
衆
議
院
議
員

の
応
援
と
し
て
、
登
場
で
す
。 

 

前
原
代
議
士
は
、
い
ち
む
ら

代
議
士
に
と
り
、
松
下
政
経
塾

の
一
期
先
輩
の
同
志
で
あ
り
、

国
土
交
通
大
臣
や
外
務
大
臣
も

歴
任
さ
れ
、
現
在
は
、
教
育
無
償

化
を
実
現
す
る
会
の
代
表
も
務

め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

国
会
で
は
、
日
本
維
新
の
会

と
統
一
会
派
を
組
ん
で
頂
き
、

「
維
教
」
と
し
て
、
と
も
に
力
を

合
わ
せ
、
こ
の
国
の
か
た
ち
を

第
四
次
産
業
革
命
時
代
に
適
う

よ
う
に
す
る
た
め
、
必
要
な
諸

改
革
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

日本維新の会党員、 

後援会のお申し込みは、 

下記事務所までお願いいたします。 

日本維新の会  

衆議院兵庫県第 6 選挙区支部 

いちむら浩一郎を応援する会 

〒665-0035 兵庫県宝塚市逆瀬川 2-6-2 

TEL 0797(71)1111 FAX 0797(76)5122 

http://www.javjav.com/   

info@javjav.com 

  いちむら浩一郎事務所  

お気軽にお立ち寄りください  

池田光隆 

宝塚市議 

齊藤しんじ 

伊丹市議 

坂口美佳 

川西市議 

宝 塚 市 

伊 丹 市 

門 隆志 

兵庫県議 

斉藤なおひろ 

兵庫県議 

兵庫県議 

佐藤よしのり 

中山ゆうすけ 

宝塚市議 

伊丹市議 

大江ひろと 

川西市議 

内山裕介 

伊丹市議 

鈴木たかひろ 

宝塚市議 

伊庭 聡 

川西市議 

角田槙司 

伊丹市議 

原なおき 

川西市議 

田中麻未 

村松あんな 

宝塚市議 

伊丹市議 

森かなこ 

川 西 市 

市
村 

浩
一
郎 

（
い
ち
む
ら 

こ
う
い
ち
ろ
う
） 

「
日
本
維
新
の
会
」
代
議
士
会
長
、

元
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
。
約
３
０

年
前
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
い
う
造
語
を

生
み
だ
す
。
松
下
政
経
塾
９
期
生

（
松
下
幸
之
助
塾
長
よ
り
直
々
に

指
導
を
受
け
た
「
最
後
の
弟
子
」）、

阪
神
・
淡
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
基
金

事
務
局
長
、（
公
益
財
団
法
人
）
東
京

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団
代
表
理
事
、 

一
橋
大
学
卒
。 


